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１． 研究課題 

地球温暖化対策に関しては、IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の第 5 次報告書に

述べられているように省エネルギーなどの緩和策に加えて温暖化に適応する対策も行うこと

が重要である。適応可能な環境手法に関して人体側の知見を整理する必要がある。環境適応

策を検討するために住宅・建築環境における快適性・知的生産性評価に関する研究を行う。

これまでの長期大型プロジェクトで申請者は「室内空気質と熱的快適性に関する研究」とし

てシックハウス・シックビル問題、東日本大震災後の節電環境下の室内環境に関する研究、

病院における感染制御などに関する研究を行って来た。これらの研究にウエルネスという視

点を新たに加え展開する。例えば、オフィスでは知識創造活動が行われており、ワーカーの

知的生産性を低下させることなく、建築物の低炭素化を実現する手法を開発することが望ま

れる。快適性・健康性の低減要素だけではなく、健康を増進させる住宅や建築のウエルネス

に関する提案を行うことを目的とする。これらの研究は、社会的意義が大変高いと考えてい

る。実際のオフィスに関する調査を行う。 

 

２． 主な研究成果 

１）体温調節モデルに関する研究 

２）放射冷暖房を用いた建築物の実測評価 

３）ウエルネスオフィスに関する実測調査 

４）ABW(Activity Based Working)に関する研究 

５）新型コロナウイルス感染症がオフィスワークに与える影響 
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トがワーカーの働き方に与える影響 その 3：オフィス建て替えに伴う移転前調査、日本建築学会

大会学術講演梗概集、pp.2417-2418、2020 

・菅野颯馬、新田竜、新藤幹、野元彬久、依田柊、重村珠穂、石井雅久、田辺新一、バイオフィリ

ックデザインのための波長別光環境解析に関する研究 第 1 報：実測およびシミュレーション概要、

日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.2579-2580、2020 

・新田竜、菅野颯馬、新藤幹、野元彬久、依田柊、重村珠穂、石井雅久、田辺新一、バイオフィリ

ックデザインのための波長別光環境解析に関する研究 第 2 報：実測およびシミュレーション概要、

日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.2581-2582、2020 

・依田柊、野元彬久、久山遼、尾方 壮行、田辺 新一、人体温冷感・快適感予測モデルに関する

研究（その 19）人体体温調節モデル JOS-2 を用いた WBGT 指標の特性把握、空気調和・衛生工学

会大会学術講演論文集、第 6 巻、pp.345-348、2020 

・久山遼、野元彬久、依田柊、秋元瑞穂、 尾方壮行、田辺新一、堤仁美、尾関義一、人体温冷感・

快適感予測モデルに関する研究（その 20）個人属性を考慮した代謝量推定式の精度検証、空気調和・

衛生工学会大会学術講演論文集、第 6 巻、pp.349-352、2020 

・尾関義一、依田柊、野元彬久、久山遼、尾方壮行、田辺 新一、人体温冷感・快適感予測モデル

に関する研究（その 21）人体体温調節モデル JOS-3 の開発および予測精度の検証、空気調和・衛

生工学会大会学術講演論文集、第 6 巻、pp.353-356、2020 

・金炫兌、田辺新一、小金井真、マイクロチャンバーを用いた SVOC 物質の現場測定方法の開発 

ー実験室実験ー、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.33-36、2020 

・稲坂まりな、對馬聖菜、伊藤滉彩、田辺新一、睡眠不足に伴う生理量の変化が生体発散物質放散

量および知覚空気質に与える影響 その 1 被験者実験における生理量および臭気評価、空気調和・

衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.77-80、2020 

・伊藤滉彩、對馬聖菜、稲坂まりな、田辺新一、睡眠不足に伴う生理量の変化が生体発散物質放散

量および知覚空気質に与える影響 その 2 被験者実験における化学分析、空気調和・衛生工学会大

会学術講演論文集、第 7 巻、pp.81-84、2020 

・竹永めぐみ、落合涼、橋本果歩、尾方壮行、森本正一、堀賢、田辺新一、医療・福祉施設におけ

る感染制御に関する研究（第 22 報） 改修工事 現場 における 防護服の防塵性能に関する評価・

実験概要、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.117-120、2020 

・落合涼、竹永めぐみ、橋本果歩、尾方壮行、森本正一、堀賢、田辺新一、医療・福祉施設におけ

る感染制御に関する研究（第 23 報）改修工事における防護服内浮遊粒子濃度と熱的快適性関係の



 

結果および考察、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.121-124、2020 

・橋本果歩、落合涼、竹永めぐみ、尾方壮行、森本正一、堀賢、田辺新一、医療・福祉施設におけ

る感染制御に関する研究（第 24 報）発汗サーマルマネキンを用いた防護服の熱的快適性評価、空

気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.125-128、2020 

・樋口祥明、田辺新一、高橋幹雄、黒木友裕、和田樹、徳村朋子、畑中健、室内環境の多様性に配

慮した次世代 ABW オフィスに関する研究（その 4）ー回収前後の冬季アンケート評価ー、空気調

和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.37-40、2020 

・黒木友裕、田辺新一、高橋幹雄、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、桑山絹子、秋山幸穂、高橋秀

介、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研究 その 10 改修

の概要と改修後の執務者の座席選択、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8巻、pp.101-104、

2020 

・秋山幸穂、高橋秀介、田辺新一、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、桑山絹

子、中川純、篠田純、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研

究 その 11 ABW オフィスにおける座席選択、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、

pp.105-108、2020 

・高橋秀介、秋山幸穂、田辺新一、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、桑山絹

子、中川純、篠田純、長澤夏子、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に

関する研究 その 12 個人・グループと座席選択の関係性についての分析、空気調和・衛生工学会

大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.109-112、2020 

・高橋祐樹、田辺新一、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、徳村朋子、桑山絹子、秋山幸穂、高橋秀

介、中川純、篠田純、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研

究 その 13 改修前後の主観評価結果の推移と年齢・性格による差異、空気調和・衛生工学会大会

学術講演論文集、第 8 巻、pp.113-116、2020 

・徳村朋子、田辺新一、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、高橋祐樹、桑山絹子、秋山幸穂、高橋秀

介、中川純、篠田純、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研

究 その 14 ABW 執務者の在宅勤務時における環境満足度・知的生産性の推移、空気調和・衛生工

学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.117-120、2020 

・永島啓陽、高木みき、伊藤滉彩、依田柊、尾方壮行、對馬聖菜、鵜飼真成、長澤夏子、田辺新一、

ひとりひとりの環境選好に応じたパーソナルワークスペースの検討（その 1）被験者実験概要およ

び主観的評価、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.129-132、2020 

・高木みき、永島啓陽、伊藤滉彩、依田柊、尾方壮行、對馬聖菜、鵜飼真成、長澤夏子、田辺新一、

ひとりひとりの環境選好に応じたパーソナルワークスペースの検討（その 2）PWE を用いた被験者

実験の主観的および客観的指標における結果と考察、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、

第 8 巻、pp.133-136、2020 

・大野繁郎、岡村幸枝、中村大介、蟹江梓乃、千本雄登、鵜飼真成、田辺新一、メガプレートオフ

ィスにおける働き方改革と知的生産性に関する研究（第 1 報）新旧オフィスの建物概要と変化、空

気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.149-152、2020 

・千本雄登、鵜飼真成、蟹江梓乃、大野繁郎、中村大介、岡村幸枝、田辺新一、メガプレートオフ

ィスにおける働き方改革と知的生産性に関する研究（第 2 報）冬季における室内環境の測定および

アンケート調査、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.153-156、2020 

・蟹江梓乃、鵜飼真成、千本雄登、大野繁郎、中村大介、岡村幸枝、田辺新一、メガプレートオフ



 

ィスにおける働き方改革と知的生産性に関する研究（第 3 報）新旧オフィスにおけるアンケート調

査結果、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.157-160、2020 

・三村拓海、菅野颯馬、志波徹、田辺新一、伊香賀俊治、秋元孝之、集合住宅における快適・健康

性と省エネ性の両立を目指したウェルネス ZEH の研究（第 6 報）年間実測に基づいた居住者の窓

開閉行動モデルの作成、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.273-276、2020 

・志波徹、田辺新一、伊香賀俊治、秋元孝之、集合住宅における快適・健康性と省エネ性の両立を

目指したウェルネス ZEH の研究（第 7 報）ウェルネス ZEH の計画と建設、空気調和・衛生工学会

大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.277-280、2020 

・菅野颯馬、新田竜、新藤幹、石井雅久、田辺 新一、波長別光環境解析を応用したバイオフィリ

ックデザインに関する研究 第 1 報 植物生育評価指標 の算出方法 とオフィスモデル を用いた 

ケーススタディ、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.465-468、2020 

・新田竜、菅野颯馬、新藤幹、石井雅久、田辺 新一、波長別光環境解析を応用したバイオフィリ

ックデザインに関する研究 第 2 報 波長別光環境解析の精度検証と植物生育評価指標に基づく光

環境評価、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.469-472、2020 

 

５． 研究活動の課題と展望 

順調に推移している。新型コロナウイルス感染症によりオフィスワークにも変化が見られる。

ウエルネスの価値も認識されるようになり、さらに研究を推進したい。 

 


